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　昨年、2011年１月13日は、FCV普及に向けての歴史的な始まりの日となるのだろう。その日トヨタ、日産、ホンダの自
動車メーカー３社と当社を含むエネルギー供給事業者の10社が共同声明を発表した。
　その内容は、「自動車メーカーは、FCV量産車を2015年に４大都市圏を中心とした国内市場に導入し、一般ユーザーへの
販売開始を目指す。水素供給事業者は、FCV量産車の初期市場創出のため、2015年までに100箇所程度の水素供給インフラ
の先行整備を目指す。自動車メーカーと水素供給事業者は、全国的なFCVの導入拡大と水素供給インフラ網の整備に共同
で取組む。」というものである。
　FCVと水素ステーションの関係は、ニワトリと卵の関係で、どちらが先に整備するべきかという議論が続いていたが、
水素ステーションを先行的に整備しようということで合意に至ったと考えている。勿論、両者が同時進行で整備していくと
いうことであるが。この１年間、これらを具体的に進めていくために経済産業省との協議、首都圏、中京圏、関西圏、福岡
圏の４大都市圏を中心とした地方自治体との協議、紆余曲折も有りまだまだ順風満帆とは言えないけれど、官民一体となっ
て前向きな議論を着実に進めている。
　FCVと水素ステーションは、切っても切れない関係であることは間違いないが、その一方で光と陰の関係でもある。
FCVは陽の当たる表舞台で颯爽と走るのであるが、水素ステーションは、それを陰で支える縁の下の力持ちである。しかし、
この水素ステーションがきっちりと整備できないと颯爽と走るFCVを見ることはできないのではないか。
　そういう意味では我々、水素供給事業者に課せられた責務は大きい。現在のガソリンスタンドと同じように車に乗ってい
る人が気軽に利用できる、そのようなステーションを目指さなければならない。その一つが、水素充填時間の短縮である。
FCVを70MPaまで満充填する時間を安定的に３分以内にする必要がある。そのための技術課題の一つが、プレクール充填
技術の確立である。70MPaでFCVに充填する場合、FCV水素容器内の温度が上昇し、急速充填できないという課題がある
が、予め充填する温度を－40℃程度まで下げておくことにより、水素容器内の温度上昇を低く抑え、急速充填を可能にしよ
うというものである。また、もう一つの課題が、水素容器－ディスペンサーの通信システムの構築である。水素容器内の状
況に応じて充填速度等をコントロールすることにより、安定的に充填を行おうというシステムである。
　これらの技術的開発課題は確実に克服しつつあるが、それと平行して水素ステーションの設備コストを低減するというこ
とがもう一つの課題である。設備コストの低減に向けては様々な解決すべき課題があるが、そのひとつとして欧米各国と比
較して厳しい規制の見直しがあげられる。現在、水素ステーションに関して、70MPaスタンド基準の整備、あるいは保安距離、
設備間距離、材料、保安検査基準等の16項目の規制見直しを、官民一体となって進めているところである。
　これらの規制見直しと一見相反するように感じるかもわからないが、水素ステーションの整備を進めるに当たっての最も
重要な課題が、安全性の確保と一般の方々の信頼を得ることである。我々、水素ステーションを整備していく者が、安全に
対して真摯に向き合い、より一層真剣に取組まなければ信頼を勝取ることができないと考える。
　私が岩谷産業に入社したのが1978年、その年に兵庫県尼崎市に毎時730ℓの製造能力を有する我が国初となる商用の液化
水素製造プラントを稼動した。私は、LPガス輸入基地の建設部署に配属されていたのだが、そのとき、「水素エネルギーの
仕事に携わりたい」と思ったのを今でも覚えている。今、その思いが現実となって、水素エネルギー時代の魁と目される
FCVを普及させるということに、微力ではあるが関わらせて頂いている。
　岩谷産業が初めて水素の販売を手掛けたのは昭和16年のことで、水素事業に取組んで70年の歴史を刻んでいる。そういう
意味でも当社の責務は大きい。2015年にFCVが颯爽と街中を走ることができるように、水素ステーションの整備を先頭に
立って進めていきたいと考える。
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地方自治体における水素・燃料電池への取り組み
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組みがますます重要となる。
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る地方自治体の水素・燃料電池への取り組みとして、山口県、つくば市、宮崎県、三重県、稚内市、山形市、千葉県の事例を
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　なお、2011年春号（Vol.10. No. 4）では福岡県、秋号（Vol.11、No. 2）では山梨県の取り組みを掲載していますのでこ
ちらもご参照下さい。 2012 年冬号　特集主担当　白崎 義則、石田 正義
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